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第２節

我が国の国際的地位にふさわし
い国際協力に係る施策

１．国際協力等の推進

（１）国際協力の基本的な方針

我が国は、国際社会の一員として、障害の
ある人に対する各施策分野において、我が国
の国際的地位にふさわしい国際協力に努める
必要がある。障害者施策は、福祉、保健・医
療、教育、雇用等の広範な分野にわたってい
るが、我が国がこれらの分野で蓄積してきた
技術・経験などを政府開発援助（ODA）や
民間援助団体（NGO）の活動などを通じて
開発途上国の障害者施策に役立てることは、
極めて有効であり、かつ、重要である。障害
者施策の各分野においては、援助を行うに当
たり、援助対象国の実態や要請内容を十分把
握し、その国の文化を尊重しながら要請に柔
軟に対応することが大切である。このため、
我が国は、密接な政策対話を通じ、援助対象
国と我が国の双方が納得いく援助を行うよう
努めている。また、NGOとの連携強化や草
の根・人間の安全保障無償資金協力、日本
NGO連携無償資金協力等の活用、青年海外
協力隊の派遣など開発途上国の草の根レベル
に直接届く協力も行っており、現地の様々な
ニーズにきめ細かく対応している。

（２）有償資金協力

有償資金協力では、鉄道建設、空港建設等
においてバリアフリー化を図った設計を行う
等、障害のある人の利用に配慮した協力を
行っている。平成２４年度においても、６件の
障害者配慮に関連した事業計画への援助を決
定した。

（３）無償資金協力

無償資金協力では、障害のある人のための
リハビリテーション施設や職業訓練施設の整
備、移動用ミニバスの供与等、毎年多くの協
力を行っている。平成２４年度においては、草
の根・人間の安全保障無償資金協力により、
５１件の障害者関連援助を、NGO・教育機
関・地方公共団体等に対し実施した。

（４）技術協力

技術協力の分野では、開発途上国の障害者
支援に携わる組織・人材の能力向上を目的と
して、独立行政法人国際協力機構（JICA）
を通じて研修員の受入れや専門家及び青年海
外協力隊の派遣など幅広い協力を行ってい
る。平成２４年度には障害者スポーツリーダー
育成コースをはじめ１６の研修コースを本邦に
おいて実施し、研修員１５５人を受け入れたほ
か、専門家５８人、養護教員・理学療法士・作
業療法士等の青年海外協力隊員６７人の派遣な
どを行った。
技術協力プロジェクトでは、マレーシア
「障害者の社会参加支援サービスプロジェク
ト（フェーズ２）」を平成２４年度より開始し、
援助付き雇用の一環であるジョブ・コーチ制
度の持続的な実施体制の確立を支援してい
る。同プロジェクトは、２１年度より３年間実
施された「障害者の社会参加支援サービスプ
ロジェクト」におけるジョブ・コーチサービ
スの全国展開を目指しており、既に様々な現
地・日系企業においてジョブ・コーチサービ
スを利用した障害者の雇用機会が創出される
など成果を挙げている。合わせて、障害者の
社会参加を促進するための障害平等研修にも
プロジェクトは取り組んでおり、公的機関・
民間企業・教育機関などにおいて幅広く実施
され、先方から高い評価を得ている。
また、平成２０年度に開始されたミャンマー
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「社会福祉行政官育成（ろう者の社会参加促
進）プロジェクト（３年間）」については、
引き続き平成２３年度より同プロジェクトの
フェーズ２（３年間）を開始し、フェーズ１
で培った手話指導技術を基礎に手話指導者の
指導能力向上を目指している。
地方公共団体においても、スポーツ大会を
通じた障害者間の交流や障害者福祉関係者へ
の招へい等について自主的な取組がみられ
る。
開発途上国における我が国のNGOの活動
も近年活発化しており、NGOによる草の根
の援助は現地のニーズにきめ細かく対応する
ことが可能であることから、大きな効果を得
ている。政府は、NGOとの連携強化に努め
ており、NGO支援として、平成２４年度には
日本NGO連携無償資金協力により、７件の
障害者支援関連事業を実施した。援助対象国
に対する直接的援助のほか、我が国では国連
等国際機関を通じた協力も行っている。昭和
６３年度から国連障害者基金に対して継続的な
拠出を行っており、２４年度には約３万ドルを
拠出した。さらに、アジア太平洋地域への協
力としては、国連アジア太平洋経済社会委員
会（ESCAP）に対し、日本エスカップ協力
基金（JECF）を通じた活動支援を実施して
おり、平成２４年度には約１６万ドルの支援を
行った。
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２０１２年度実施研修員受入れコース １５５
地域活動としての知的障害者支援 ８
障害者リーダーシップ育成とネットワーキング ８
障害者スポーツリーダーの養成 ６
障害者の雇用促進とディーセント・ワークの実現 １１
聾者のための指導者 ～当事者団体強化～ ９
地域に根ざした就労支援による障害者の経済的エ
ンパワメント（A） ６

地域に根ざした就労支援による障害者の経済的エ
ンパワメント（B） １６

中南米地域 障害者自立生活 ７
中南米 障害者支援制度コース ２１
中東地域 CBR事業促進� ５
アジア地域 特別支援教育 ６
中央アジア地域 障害者のメインストリーミング
及びエンパワメント促進 ６

アフリカ地域 障害者地域メインストリーミング
研修 １０

マレーシア 障害者支援制度コース １６
タイ 障害者支援制度コース １５
ルワンダ 障害者就労及び職業技術教育・訓練政
策 ５

青年海外協力隊 ６７

内訳

養護 １１
理学療法士 ３１
作業療法士 １５
鍼灸マッサージ師 ０
ソーシャルワーカー ７
言語聴覚士 ２
義肢装具士・製作 １

シニア海外ボランティア ２０

内訳

養護 １１
理学療法士 ２
作業療法士 ３
鍼灸マッサージ師 ０
ソーシャルワーカー ４
言語聴覚士 ０
義肢装具士・製作 ０

日系社会青年ボランティア ４

内訳
養護 ０
作業療法士 ０
ソーシャルワーカー ４

日系社会シニア・ボランティア ５

内訳
養護 ０
作業療法士 ０
ソーシャルワーカー ５

技術協力プロジェクト 専門家 研修員 機材供与

事業名 派遣
（人）

受入
（人） （百万円）

ベトナム
南部地域医療リハビリテーション強化プロジェクト ５ ６ １．８０４

ボリビア
特別支援教育教員養成プロジェクト １ １０ ２．００２

ルワンダ
障害を持つ元戦闘員と障害者の社会復帰のための技能訓練及び就労支援プロ
ジェクト

２ ５ ０

中国
中西部地区リハビリテーション人材養成 １１ ９ ０

タイ
アジア太平洋障害者センタープロジェクト（フェーズ２） ３ ０ ０

コロンビア
地雷被災者を中心とした障害者総合リハビリテーション体制強化プロジェクト ６ ０ ０

ミャンマー
社会福祉行政官育成プロジェクト フェーズ２ ５ ２１ ０

ミャンマー
リハビリテーション強化 ４ ９ ３．３０３

フィリピン
地方における障害者のためのバリアフリー環境形成プロジェクト（障害者に優
しいまちづくり）

３ ０ ０

マレーシア
障害者の社会参加支援サービスプロジェクト ２ ０ ０

マレーシア
障害者の社会参加支援サービスプロジェクト （フェーズ２） ５ ６ ０

パキスタン（個別長期専門家）
障害者社会参加促進アドバイザー １ ０ ０

ヨルダン（個別長期専門家）
障害者問題アドバイザー １ ０ ０

ウズベキスタン（個別長期専門家）
障害者支援 １ ０ ０

■図表２―７ 技術協力の状況（平成２４年度）
⑴ 本邦研修 （単位：人数） ⑵ ボランティア （単位：人数）

（注）課題別研修、国別研修及び青年研修の受入れ人数 （注）養護、理学療法士、作業療法士、鍼灸マッサージ
師、ソーシャルワーカー、義肢装具士、言語聴覚
士の７職種を障害者支援関連職種とし、新規派遣
人数を計上。

⑶ 技術協力プロジェクト事業
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２．障害者問題に関する国際的な取
組への参加

（１）障害者権利条約

国連においては、平成１３年１２月の総会で、
障害者の権利及び尊厳を保護し及び促進する
ことを目的とし、包括的かつ総合的な国際条
約を検討するためのアドホック委員会を設置
する決議が採択された。この決議を受けて、
１４年７月から１８年８月までに計８回の会合が
行われた結果、障害者権利条約は、１８年１２
月、第６１回国連総会本会議においてコンセン
サス採択され、１９年３月３０日から署名のため
に開放された。本条約は、２０年５月３日に発
効し、２５年３月３１日現在、締約国・機関数は
１３０となっている。
この条約は、①障害者の尊厳、自律及び自
立の尊重、無差別、社会への完全かつ効果的
な参加及び包容等を一般原則とし、②障害に
基づくいかなる差別もなしに、すべての障害
者のあらゆる人権及び基本的自由を完全に実
現することを確保し、及び促進することを締
約国の一般的義務とし、③障害のある女子及

び児童を含む障害者に保障されるべき個々の
人権及び基本的自由について定めた上で、こ
れらの人権及び基本的自由を確保し、及び促
進するための措置を締約国がとること等を定
めている。また、④この条約の効果的な実施
を確保するために、締約国が国内における実
施及び監視のための枠組みを維持し、強化
し、指定し、又は設置すること、⑤締約国が
選出する委員から構成される障害者の権利に
関する委員会を設置すること等について定め
ている。
我が国は、本条約の作成過程に起草段階か
ら積極的に参加するとともに、国内NGOと

対象国 契約金額 内容
インドネシア ２，１００，７６９ スラカルタ市の障害者支援団体に対する障害児用中古車椅子供与計画

カンボジア ２，０７８，７７６ リハビリテーションセンターと障害児支援施設に対する障害児用中古車椅子供与計画

ミャンマー
１，２２８，４９０ 国立リハビリテーション病院に対する障害児用中古車椅子供与計画
７５，１４９，１７８ ミャンマー視覚障害者自立支援事業（第3期）
４２，９１７，９９５ ヤンゴン管区における障害者のための就労・就学促進事業

ラオス １５，６８９，２９５ ラオス障害者就労支援事業
タジキスタン ４９，９６５，６６０ タジキスタンにおける障害者のためのリハビリテーション改善事業

南アフリカ（個別長期専門家）
障害主流化促進アドバイザー １ ０ ０

タイ（科学技術研究員）
障害者のリハビリテーションにおける動作分析装置開発 ７ ０ ０

※前年度からの継続による専門家派遣・研修員受入人数を含む。専門家派遣については第三国人材の派遣及びコンサ
ルタント契約による専門家人数を除く。また、研修員受け入れについては協力相手国内もしくは第三国で実施され
た研修コース分を除く。

■図表２―８ 日本NGO連携無償資金協力（平成２４年度 障害者支援関連事業）
（単位：円）

障害者権利条約への署名（平成１９年９月２８日）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


